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現在、初年次教育の必要性は多 くの大学で認識 されている。では、次の学年である2年 次に

おいてどのような教育がなされるべきか。大学教育のベース となる知識やスキルの習得を、は

た して初年次だけで終えてしまってよいのか否か。本論はこの疑問にっいて、2009年 度から大

手前大学が実施 している2年 次必修科 目を実践を基に答えてゆくものである。初年次教育 との

連携を図 りっっ、社会人基礎力の育成を念頭においた2年 次必修科 目の取 り組みを通して、専

門科 目を教えない必修科 目の必要性 とそのあり方を考察する。

キー ワー ド:初 年 次教 育,2年 次教育,社 会人基礎 力,必 修 科 目,コ ミュニケーシ ョン能 力

1.は じめ に

現在 、大手前大 学生で は必修 科 目として6科 目を

設定 してい る(2009年 度)。 その内訳 は、初年次に4

科 目、2年 次 と3年 次 にそれぞれ1科 目であ る。1年 次

の場合 、この必修科 目は初年次教育 の一環 として行

われ てい る。 また3年 次の 内容 は、各担 当教員 の専

門教育 を行 うゼ ミナールで ある。このなかにあって、

2年 次 の必修 科 目として なにを教 えるこ とが適切 な

のか、そ もそ も必修科 目は必要 なのかが問われ て し

かるべ きであ る(1)。本論 は、初年 次教育 をよ り発展

させ る もの と して2年 次必修科 目を設 定 した2009年

度春学期 の実践報告 である。

本稿 の筆者 は、2年 生必修科 目 「基礎演 習」 にコ
ーデ ィネー ター としてかかわっている。各必修科 目

にはそれぞれ コーデ ィネー ター が配置 され 、カ リキ

ュラムの統一や科 目の円満 な運営等 に力 を注 いでい

る。 このコーデ ィネー ター が、該 当科 目の情報 を も

っ とも総括 できる立場 にある。 ゆえに この視点 か ら

担 当学年 の状態 を把握 し報告す る ことは、よ りよい

学習支援 ・学生支援 のために有効 である。上記 の理

由によ り、本論で は今年度の2008年 度入学生(現 在

の2年 生)の 現状 を、基礎演習 を通 して分析 す る。

あわせ て、2年 次必修 科 目にお け る今後 の課 題点 を

明確 にす るこ とをめざす。

本論 の大 きな流れ は以下 の とお りである。 まず最

初 に、基礎演習 での取 り組み を紹介す る。 これ には

科 目の理念や プログラム内容 な どが含 まれ る。次 に

初年次 教育 と2年 次教 育の 関係 につい て述 べ、そ の

後08年 度生 の状況 を分析す る。最後 に全体 を振 り返

り、学 士課程全 体 を通 じた2年 次教育 のあ り方 につ

い て考察 をす る。

2.「 基 礎演 習 」 につ いて

2.1.基 本 理念

本学で は、 リベ ラル アー ツ型教育 を教育理念 に掲

げている。この理念 は、「自分で創 る専 門性」と 「社

会人基礎力」 の二本柱 で支 え られ ている。基礎演習

は、2年 生 を対象 とした唯一 の必 修科 目であ る。 ゆ

えにこの科 目では、大手前大学 が学 生に獲得 させ た

い と望むカ をダイ レク トに培 う授業 内容 が組 まれ る

べ きである。

教育理念 のひ とつ である専 門教育 は、ユ ニ ッ ト(後

述)や 個別 の科 目で学生 の興 味に応 じて教 え られ る
べ きものである。 そ うであれ ば、必修科 目である基

礎演習 では、本学 のも うひ とつ の理念 である、社会

のなかでよ りよ く生 きる力 を育 てる役割 を担 うべ き

であろ う。以 上の理 由に よ り、今年度 の2年 次基礎

演習 では、社会人基礎力 の育成 をプログラムの 目標

として設定 した。

2.2.ク ラス構 成や プログラム内容

基礎演 習の基本構 成 につ いて は、表1の 通 りで あ

る。春学期の到達 目標 は、「グルー プでテー マにつ い

てデ ィスカ ッシ ョンを した り、プ レゼ ンテー シ ョン

をす るこ とができるよ うになる」 である。現代 の若

者 は総 じてコ ミュニケー シ ョン能力 が不 足 している

といわれ てお り、本学 の学生 もその例 に漏れ ない。

ゆえに、まずそ の部分 を補 うためのプ ログラムを実

施 した。

春学期授 業 の主な流れ は2つ あ り、ひ とつは 「イ ン

タ ビュー」、も うひ とつは 「グルー プに よるデ ィスカ

ッシ ョン」 であった。

イ ンタ ビュー では、学生は5、6名 のグルー プをつ

くり、約一 か月 の期 間中に、課外活動 として行 った

(受け入れ先部署 数 は12)。 主な質 問内容 は 、その

部署 の業務 につ いてである。

授業 では、アポイ ン トメン トの と り方や敬語 、質

問項 目の作成 な どを指導。 またイ ンタ ビュー後 に、

グルー プご とに内容 をパ ワー ポイ ン トにま とめて、

クラス内で5分 程度 のプ レゼ ンテー シ ョンを行 った。
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表1基 礎演習の基本構成

授業回数 春学期15回 、秋学期15回

クラス人数 1ク ラス35名 前後

曜 日 ・時限
.月 ・火 ・水 ・木 ・金 の5時 限 目

(4～5ク ラ ス/曜 日)

実施方法

35名 程度の 「個別教室」 と、その

曜 日の全 クラスを集 めた 「全 体教
室」(120～180名 程度)を 設置。授

業内容に よって使 い分 ける

コ ー デ ィ ネ
ー ター業務

統一の授業プログラムの策定や課
題の作成、成績評価基準の設定な
ど、科 目の運営全般を担当

デ ィスカ ッシ ョンもまた5、6名 のグルー プで実施

した(イ ンタビュー とおな じメ ンバー)。 グルー プの

メンバー は、学期 を通 じて基本 的に同 じ構成 とした。

グルー プご とにひ とつ のテーマ を選び 、それ を何度

かの授業で継続 してデ ィスカ ッシ ョンす る とい う形

式 を とった。 この過程 で、調べ学習 な どの課題 も実

施 した。 また学期 の終 わ りに、グルー プでプ レゼ ン

テー シ ョンを行 った(パ ワー ポイ ン トを使用。所要

時 間は質疑応答 を入れ て10分 程度)。

プ レゼ ンテー シ ョン時 には、学生 に評価 シー トを

配布 し、各 グルー プのプ レゼ ンテー シ ョンを評価 さ

せ た(イ ンタ ビュー、デ ィスカ ッシ ョン共)。 デ ィス

カ ッシ ョンでのプ レゼ ンテー シ ョンでは、この評価

シー トと教員 に よる評価 を基 に クラスの1位 を決定。

1位 となった グループ は、次週 に大教室(4、5ク ラ

ス合 同授業)で クラス代表 としてお な じプ レゼ ンテ

ー シ ョンを行 った。

2.3.グ ル ープワーク導入 の利 点と反省 点

春学期 は、以上 のよ うにグルー プワー クを中心に

授業 を展 開 した。その利点 と反省点 につ いて述べ る。

まず利点 だが 、学期 を通 じて グルー プ内でデ ィス

カ ッシ ョンを し、また人前 で話す ことが求 め られ た

せいで 、クラス内で意見 を交換 した り発表す るこ と

へ の抵抗感 は減少 した と考 え られ る(確 認 くんプロ

グ(後 述)や 学期末 アンケー トにお ける 自由記述欄

の結果 による。次 の 「達成感」 について も同様)。

さ らに 「イ ンタ ビュー に行 く」、「グルー プで話 し

合い論点 をま とめる」、「発表 をす る」 な どの 目標設

定 によ り、学生 は一定 の達成感 を得 るこ とができた。

本学の学生 の傾 向に、成功体験 の少 な さを挙 げる こ

とがで きる。物事 に真剣 に取 り組み 、それ を成 し遂

げた経験が乏 しい学生 が多い のである。春学期 のプ

ログラムは、この点 の改善 を 目指す ものでもあった。

反省点 の最大 のものは、授業 をまたい での固定 グ

ループ としたため、や る気 のあるグルー プ とそ うで

ない グルー プ との差 が大 き く出た ことである。教員

のファシ リテー シ ョンによ りや る気 を持続 できたグ

ループ もあるが、 とくにメンバー が欠席 しがちなグ

ルー プは、モチベー シ ョンが低 下 しがちであった。

継続 した討論 は、論理 的思考能力や コミュニケー

シ ョン能力 を育成す る うえで有効 である。 しか し、

そ の実施方法 には さらなる工夫 が求 め られ る ことが、

あ らためてコーデ ィネー ター に示 され たかたち とな

った。

3.初 年 次教 育 と2年 次教 育 につ い て

3.1.初 年 次教 育 の役 割

初年次教育 は、高校 か ら大学へ のスムー ズな移行

を果 たす ために設定 され るものである。近年 、多 く

の大学 が初年次教育 を導入 しているか、導入 を試み

ている(2)。つま り、そ の必要性 が広 く認識 され てい

る。 だが、この分野 でまだ 目立つ かたちで議論 の姐

上 に上が って いない のが2年 次教育で あ る。 しか し

なが ら、初年次教育 に力 を入れ るな ら、次 の学年 は

どうあるべ きかもまた問われ るべ きであろ う。

も し初年次教育 を高大 の接続 のみ ととらえるな ら、

このカ リキュラムはその名 の通 り初年次 でその任 を

終 えるものだろ う。 しか し大学教育 の基礎づ く りと

考 えるな ら、初年次 だけで足 りるのか とい う問題提

起 がな され て しかるべ きである。

本学 では現在 、初年次教育 として 「情報活用 」、「英

語表現」、 「日本語表現」、 「フ レッシュマ ンセ ミナー

(以下FSと す る)」 の4科 目を設定 してい る。科 目間

の連携や情報共有 を通 じて、初年次教育全体 で学生

をサ ポー トす る体制 の構築 を理念 としている(詳 し

い内容 は本論集 の他論文 を参照)。そ して この初年次

教育 と連携す るかた ちで、2年 次 に必修科 目をお い

ている。 これ が、初年次教育 を初年次 で終わ らせ て

よいのか とい う問いへ の、本学 のひ とつ の答 えであ

る(2009年 度)。 そ こで次 の節 か ら、初年次 との連

携 にお ける2年 次科 目 とい う点か ら基礎演 習 の位置

づ けをみ てゆきたい。

3.2.初 年 次 と2年 次 の連携

1年 時 に取得 した学 習 内容 を実践す る場。 ひ とこ

とで表せ ば、 これ が基礎演習 が初年次教 育 との関係

にお いて担 って いる役割 である。

た とえばイ ンタ ビュー の際には、 日本語表現 で学

んだ話すカや敬語 の使 い方 が生 きて くる。パ ワーポ

イ ン トは情報活用 で既 に学習 している ことが前提 で

あ り、授業 内で ソフ トの使 い方 を教 える ことはなか

った。調べ学習 では英語表現 のeラ ー ニ ングで身 につ

いたPCス キル が役 立ち、デ ィスカ ッシ ョンではFS

でのグルー プ ワー クの経験 が活 か され た。 このよ う

に、前 の学年 では科 目ごとに身 につ けていたカ を総

合 的に発 揮す る場 として、2年 次基礎演 習は位 置づ

け られ てい るのである。

この とき とくに重要 になるのが、FSと の連携 であ

る。FSは ホームルー ム的な役割 を もつ科 目で あ り、

大学 での生活 に慣れ る こと、またペ ア ワークや グル
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一 プワー ク等 を通 じて学生 間の交流 を図るこ とを 目

標 としてい る(2009年 度)。 このFSで 、2年 次 を見

越 した コ ミュニケー シ ョン能力 の基礎 を育 ててゆけ

ば、次 の学年 ではその発展 か ら始 めるこ とができる。

このFSと 基礎 演習で習得 したカ はまた、3年 次 の就

職活動へ の準備 とな り、卒業後 に社会 に出た際の実

践力 につ ながってゆ く。2008年 度 の開始 時には、基

礎演習 とい う科 目の開講 が決定 していなかったため、

FSと の連動が確立 してはい なかった。しか し今年度

のFSと 基礎演習 は、この リンクを念頭 にお いたカ リ

キュラムづ くりを行 ってい る。

必修科 目は、学年 によって果 たすべ き役割 が異 な

る。初年次 におい てそれ は 「大学生 としてのルール

の学習 」で あ り、2年 次 は 「コミュニ ケーシ ョン能

力 の育成」、3年 次のゼ ミナール では 「専 門性 を高 め

る」 とな る。 また4年 次 は、専 門性 を さらに深 める

必修科 目の設置 が必要 となるであろ う。 この よ うに

学士課程全体 を見通 した うえで、学年 間で連携 を と

り柔軟 にカ リキュラムを組む こ とが、専 門科 目のみ

な らず必修科 目でも求 め られ る。 この前提 があって

こそ 、2年 次 に必修科 目をお く必 要性 がみ えて くる

のである。

4.08年 度 生 の現状 と課 題

4.1.お かれ ている状況

この数年 間で 、大手前大学 は多 くの新 システ ムを

取 り入れて いる。そ のため、学年 ごとに状況 が異 な

る場合 がある。そ こでまず 、 この過渡期 にお いて現

在 の08年 度生 が どん なポ ジシ ョンにお かれ てい る

のかを整理 してみ よ う。

・「ユニ ッ ト自由選択制」3年 目

・「初年次教育」2年 目

・「基礎演習」1年 目

・「確認 くんプ ログ」1年 目

各項 目につい て簡単 に説 明す る。 まず 「ユ ニ ッ ト

自由選択制」 は、学部 ・学科 の枠 を超 えて学生 が 自

由に授業 を選択 できるシステ ムである。学生 は、強

い連 関のあ る4～5科 目がセ ッ トにな った 「ユニ ッ

ト」単位で履修す るこ とで、 自分 のメジャー をつ く

り上 げるこ とが推奨 されてい る。

「初年 次教育」 は、現行 の2年 生が 昨年度 にお け

る初の対象学生 となる。 また 「基礎演習」 も、現在

のかた ちで施行 され るのはこの学年 が初 めてである。

「確認 くん プログ」(後 述)は 、今年度 より始 まった

試み となる。 これ らの点 を踏 まえた上 で、次節 では

そ の獲得 を基礎演習 の 目標 とした社会人基礎力 につ

い てみて ゆきたい。

4.2.社 会 人基 礎力(C-PLATS)の 定義 と育 成

本学で は、社会人基礎力 を独 自に 「C-PLATS」 と

定義 してい る。 内容は表2の 通 りで ある。 全学的 に

は、シラバ スにC、P、L、A、Tの 項 目が記 され、す

べ ての科 目にお いて どの能力 が習得 できるかが明記

され ている。

C-PLATSの 活用については、今年度 か ら始 まった

取 り組み であるこ とか ら、初年次 においては積極 的

な試み がな され ている。 それ以外 の学年 へのはた ら

きかけは弱い が、2年 次 では基礎 演習 で 「確 認 くん

プ ログ」を利用 し、C-PLATSの 意識づ けを行 ってい

る。

確認 くんプ ログ とは、本学独 自のLMS(PC、 携

帯端末共 に対応)に 装備 され た機能 のひ とつであ り、

eポ ー トフォ リオのこ とである。学生 は基礎演習 の授

業終 了5分 前 にな ると、携帯電話 か らLMSに アクセ

ス し、プログに書 き込む よ う指導 され る。 プ ログ画

面 は 「C、P、L、A、T、 その他 」の6項 目に分 かれ

てお り、学生 はその授業 中に 自分 が習得 した こと、

気づ いたこ と、またできなかった ことな どを 自由に

記述す る。 この試み を通 じて、学生 は本 学で身 につ

けるよ う期待 され ている社会人基礎力 を認識 し、そ

の授業 で 自分 が習得 した力 を振 り返 るのである。 な

お 、今年度 におけ るC-PLATSの 評価方法 は、学生 の

自己評価 として いる。

4.3.成 績 につ いて

学生 の成績評価 にGPA制 度 を導入 している(3)。ま

た、卒業年 次にはGPAが1.5以 上 ある ことが 目安 とな

る。 さて08年 次生 の成績 をみ る と、通算GPAが1.5

未満 の学生 は146名 お り(2009年9月1日 現在)、 これ

は前年度 の108名(2008年9.月)と 比較 して高い数値

となっている。 この事態 にいたった理 由は複数考 え

うるが、そ の大 きな原 因のひ とつ に担任 の不在 を挙

げるこ とができるだろ う。

表2C-PLATSの 定義

Creativity(創 造

力)

既成概念 に縛 られず新 し
いものを生み出す力

Presentation(プ レ

ゼ ンテーション能 力)

自分が伝 えたい事を効果
的に表現できる力

LogicalThinking

(理 論 的 思 考 力)

論理的にものごとを考え
る力

ArtisticSense(芸

術 的 感 覚)

美 しいものを理解 し、生
みだす力

Teamwork(チ ー ム ワ
ー ク)

人間関係 を大切にしなが
ら、主体的に行動するカ

Self-control(自

己 コ ン ト ロ ー ル カ)

自分 自身 をコン トロール
す る力
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現在 の1、2年 生 には厳密 な意 味での担任 がいない。

しか し1年 生に関 しては、必修4科 目お よび学生課 ・

スクールカ ウンセ ラー な ど学校全体 で学生情報 を共

有 し、早期 の問題発見 ・解決 に努 めている。 また教

員 では対応 が困難 な場合 は、すみや かなスクール カ

ウンセ ラーや心理 カ ウンセ ラーへ の橋渡 しが行 われ

てい る。 この支援体制 が構築 され たのが本年度 か ら

であ り、そのため現在の2年 生は、元FSや 現基礎演

習 の担 当教員 はい るものの、ケア とい う意 味では手

薄 な状態 にある。

とりわ け08年 度生 の成績 に関 しては、本学 はユニ

ッ ト自由選択制 のため履修 の選択肢 が多様 であ り、

そ うい った面 でのア ドバイ スが不足 していたのでは

ないか と考 え られ る。08年 度生にたい して も、成績

不振の学生 には二者面談 ・三者面談 を行 い、また履

修説明会 を開 くな どのはた らきかけはな され ている。

しか し筆者 がコーデ ィネー ター として多 くの成績不

振学生 に対応 した経験 か ら、 日常 的に個 に即 した対

応 が必要 とされ てい るこ とが感 じられ た。 この点 に

関 して は、現在改善 に向けて実施 してい る事項 はい

くつか あるが、そ の成果 につい ては来年度 の結果 を

待 って報告 したい。

5.今 後 の課題

必 修科 目か らみ た08年 度 生の春 学期 の状 況 を

報告 した。実際 の授業 内容 か らみ た とき、よかった

点 はグルー プワー クによるコ ミュニケー シ ョン能力

の育成 と、複数 の到達 目標 を設定す る ことに よる 自

己肯定感 の向上 だった。改善点 は、グルー プで継続

したテーマ をあつ か うこ とへ の工夫 である。 また必

修科 目とい う枠組み か らみ る と、必要 とされ るこ と

は初年次教育 との連動 によるよ り効果的 なカ リキュ

ラムの作成 である。

必修科 目は、学生 が 自分 自身 で選 んだのではない

とい う点か ら、動機づ けが弱 くなる とい う難点 があ

る。 しか し、各学年 にお ける必修科 目の役割 を明確

に設定 し、 なんのためにい まそれ を学習 しているの

か、それが どう次 の学年 で役立つ のかを明 らかにす

るこ とで、学生 の学習意欲 を向上 させ るこ とができ

るだろ う。そ してこれ が、学士課程全体 をみす えた

必修科 目のあ り方 になるの ではない だろ うか。

卒業時 に学生 が どうあるべ きかの ヴィジ ョンを大

学 が設 定で きれ ば、4年 間 の各段 階 ご とに必要 な教

育 がみ えて くる。それ を必修科 目として どう授業 内

容 に反映 してゆ くかが、今後考 えるべ き課題 となる

のである。
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SUMMARY
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necessityofSecond-yearexperience,whichisnot
directlyrelatedtomajorsubjectsbutteaches
basiceducationatuniversity.Today,the
importanceofFirstyearexperiencehasbeen
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